
㈱クラダシとは
クラダシは社会貢献型フードシェアリングプラットフォーム
「KURADAHI」を通じてフードロスゼロを目指す。具体的には廃棄さ
れる予定となった食品の再流通させる仕組み。フードバンクには廃棄
予定の災害備蓄品・販売の難しい食品などが寄付される。

毎年正月明けは鏡餅の解体作業に追われる。㈱クラダシから鏡
餅が400㎏提供された。正月仕様の飾りがついた餅の飾りを外す
作業は手作業でやりきる。鏡餅に成形したプラスチックの中に1
個から複数個切り餅が入っており、ごみは紙、プラスチック、燃
えるものに分類する。ダイダイ、牛・猫などのミニチュアは子ど
もたちが喜ぶ。作るとき、外すとき、大変な手間がかかっている
鏡餅だ。プラスチックの量も半端ではない。ボランティアさんの
力が発揮された。

「鏡餅」との闘い！
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「もったいない」を へ
Kanagawa

Food Bank 

フードバンクかながわ 通信

逗子市銀座通りの食パン専門店から販売し
なかったパンを地域の団体に提供したいとの連
絡があり、COCOLOの会吉原さんを紹介。吉
原さんは逗子市で学習支援・居場所活動を展開
する若者だ。様々なネットワークを活かして、
販売しなかったパンがあったときは、地域のこ
ども食堂などにつないでいる。子どもたちは(大
人も）感動して食べるおいしいパン。

鏡餅クラダシ400kg、
ユーコープ50㎏

JA神奈川グループから大根（既報）とキャベツの提供があり、
よこすかなかながや他、多様な団体・社協に届けられた。
よこすかなかながやは週5日の朝食、週3日の夕食を提供するこ

ども食堂。2月17日 JA神奈川県中央会・連合会大川会長、三浦市
農業協同組合杉野組合長、三浦産キャベツ仕様の無添加ハンバー
グを販売する石井食品㈱の松井さんがなかながや代表和田さんに
手渡した。

キャベツお届けしました！

左：杉野組合長・大川会長・和田さん・
松井さん
右；フードバンクかながわ倉庫にて

地域でマッチング！

寄付品の提供と
中間支援組織への助成金

募金会の助成金により不足しがちな副食品（レトルトカレー3120個、
カレールー2000個、サンマ缶詰1200個、中華丼素1680個）を購入。

神奈川県共同募金会

COCOLOの会吉原さん

写真：中島事務局長と細川さん
購入した食材

2021年2月27日（土）14時から川崎医療生協 協同ふじさきクリ
ニックの駐車場で食料支援を行いました。

地域の団体と連係して、独居高齢者やひとり親家庭、生活困窮
家庭など食支援が必要な方にお知らせしました。第1回のこの日
は50名の方がお越しになり食料をお渡ししました。

自転車でこられた高齢の男性は食料をもって嬉しそうに「あり
がとう」と言って帰っていきました。また3人のお子さんを連れ
たお母さんはベビーカーをひきながら二つの大きな袋を持ってい
かれました。

ソーシャルワーカにより生活・医療・介護の相談を行い、外国
の方からは一緒に暮らしていた方が母国に帰ってしまい、話し相
手もいないので寂しい。飲食店で働いている単身女性は、これま
で週に5日働いていたがコロナの影響で週に1日なり、収入が1か
月1万円から2万円になってしまった。年金も少ないので生活が苦
しい。離婚してこども4人と一緒に実家に帰ってきたが親が認知
症となり、子どもと親の面倒を見なければいけないと相談された
方もいらっしゃいました。コロナの影響もあり、暮らしが厳しい
状況になっています。

今後は毎月、第4土曜日の午後に協同ふじさきクリニックの駐
車場で食料支援を行います。(取材：薩本）

川崎医療生協が
フードパントリー（食料支援）を始めました。

取
材

食パン専門店と地域の活動
マッチング
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基本情報 2020年度の累計（2021/2/26現在）
合意書締結団体

寄贈締結団体 146団体
提供締結団体 208団体
行政・社協 52団体
市民団体 156団体

（子ども食堂・居場所・
施設・福祉関係含む）

賛助会員寄付状況

団体会員 167団体 606口
606万円

個人会員 251人 1238口
1,238千円

2020年寄付金
23,542,818円

寄付累計 34,871,261円

（2019年度実績 寄贈９７トン・提供９２トン〉

提供した食品 2053回 171.2㌧

行政・社協 562回 42.9㌧
地域のフードバンク 330回 47.3㌧
こども食堂等 787回 52.9㌧
自立支援施設 69回 3.1㌧
福祉・病院関係 305回 24.6㌧
調整 0.4㌧

寄贈された食品 1092回 191.0㌧

企業等 376回 136.8㌧
フードドライブ 716回 54.2㌧

片山 丸

（生活クラブ生活協同組合
たすけあいネットワーク事業部部長）

【寄贈食品】27.1トン
事業者 21.7トン
フードライブ 5.4トン

【提供食品】14.5トン
行政・社協 3.3 トン 31団体 50回
地域のフードバンク 4.0 トン17団体 31回
こども食堂・居場所 4.2 トン 40団体 57回

施設関係 0.1 トン 3団体 ３回
福祉病院関係 2.9 トン 19団体 27回

１月は寄贈 14.5トン
提供 11.2トン

以下敬称略で
報告します。

2月の状況 2/1～2/26 寄贈 27.1トン 提供14.5 トン

フードドライブの

生活クラブ生協９センター約４㌧超(まだ計量できていない）

横浜北生活ク
ラブ大丸デ
ポーから宅配

皆様の温かい気持ちがフードドライブに込められました。ありがとうございます。

ユーコープ79店舗実施 累計８㌧
冬季フードドライブ３.５㌧

ヨーカドー１８店舗(常設）
累計６㌧弱

行政・社協の学生支援・ひとり親支援が増え、８月に棚はガラガラに。
右はフードドライブが充実した２月の棚。

４月には新たに相鉄ローゼン３店舗、クイーンズ伊勢丹横
浜店でフードドライブが始まる予定です。
皆様、一層のご協力ご支援をお願いいたします。

８月 ⇒⇒⇒⇒⇒ ２月

生活クラブ生協では今年度は2021年2月に全配達コースでフード
ドライブを実施しました（生活クラブのお店の「デポー」での
フードドライブは、昨年の8月に実施しています）。

昨年度（2019年8月）に行ったフードドライブは776kgでしたの
で、今年度は配送委託をしているコースも取り組んだことを踏ま
えると、1.5t程度を予測していましたが、実際にふたを開けてみた
ら昨年度の3～4倍（最終集計は今後）の重量の食品寄贈がありま
した。

コロナ禍で食料が手に入れられない生活困窮者の方々の実情に
思いを馳せ、何とか支援したいという生活クラブの組合員の想い
が昨年度とは比べ物にならない量の食品寄贈につながったと言え
ます。組合員が自主的に宅配で行うフードドライブ(夏）でも50余
名の参加があり、今でも継続していると聞いています。地域生協
やコモンズ・デポーでのフードドライブもあります。組合員は食
品仕分けのボランティア、賛助会員の呼びかけにも大勢が応えて
くれています。

フードバンク通信も今後、地域生協のリーダー層にも配布する
予定で、ますますフードバンク活動への理解と共感が拡がってほ
しいと思っています。

寄 贈

フードドライブ

米一合運動 2月は900ｋｇの米が寄付されました。
開始以来３.４トンの結集量です。

日生協より菓子等187㎏、クラダシより防災ビス
ケット・鏡餅16,000個、コカ・コーラ6,600本の

飲物、JA中央会キャベツ520個、生活クラブごぼう茶1560個、
神奈川県共同募金会カレー等8,000個、防災備蓄品は㈱東邦製作
所よりパン缶48個、横浜市水道局アルファ米654個、横浜市信
用保協会パン缶303個、箱根登山鉄道防災セット237個、創価学
会パン缶等12,157個の寄贈。

ユーコープ1月度の全店での実施、ヨーカ
ドーフードー、生活クラブ全センターの

フードドライブで倉庫の棚は満杯になっています。(下の写真）

提 供 横浜市・横浜市母子寡婦福祉会や地域のフードバ
ンク、子ども食堂からフードパントリーに移行

した団体が一人親支援に力を入れており、提供量が増大。
相模原市こども若者支援課は、引き続き学生支援を継続しており
飲料を中心に、毎週まとまった量の食品を提供。
新規の食品提供団体としては、厚木市の「子育てサポートwith 
Mammy」に食品を提供。ブラジルソリダリオなど、外国につな
がる人々への支援団体からの要請が急増。(報告：土山） ボランティア

参加も

上・左： 生活クラブのフードドライブの一部。下右：福祉クラブ


